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な 

こ 
ひ た 

ぼ っ 

              

震
災
復
興
企
画 

「
将
来
の
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
学
び
、 

 
 

 
 

原
発
再
稼
働
を
考
え
ま
し
ょ
う
」 

令
和
５
年
９
月
１０
日
（
日
）
１１
時
か
ら

１２
時
３０
分
ま
で
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
石
巻
」

に
て
１３
名
の
方
が
参
加
し
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
内
容
は
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
現

状
と
女
川
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
に
つ

い
て
の
動
き
や
活
動
の
様
子
な
ど
が
報
告

さ
れ
、
参
加
者
で
学
び
あ
い
ま
し
た
。 

 

伊
藤
理
事
長
の
「
震
災
復
興
問
題
は
今

で
は
原
発
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
挨
拶
で

始
ま
り
ま
し
た
。 

水
戸
部
理
事
よ
り
「
自
分
た
ち
の
手
で

自
然
な
発
電
を
め
ざ
す
。
こ
れ
は
夢
で
は

な
く
、
少
し
ず
つ
実
現
し
て
い
て
、
太
陽

光
発
電
の
機
材
も
安
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
配
電
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
大
規
模
集
中

型
か
ら
自
立
・
分
散
型
へ
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。」
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

組
合
員
の
斎
藤
さ
ん
か
ら
は
、「
女
川
原

発
再
稼
働
を
阻
止
す
る
活
動
」
に
つ
い
て

の
報
告
を
い
た
だ
き
、
仙
台
地
裁
が
福
島

の
事
故
を
無
視
し
た
判
決
を
出
し
た
こ
と

へ
の
怒
り
、
自
分
た
ち
が
活
動
し
て
い
る

こ
と
で
多
く
の
人
が
原
発
問
題
に
つ
い
て

考
え
て
欲
し
い
機
会
を
与
え
て
い
る
こ
と

も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
石
巻
市
の

避
難
計
画
に
つ
い
て
の
問
題
点
を
提
示
資

料
で
訴
え
ま
し
た
。
例
え
ば
、
こ
こ
に
住

ん
で
い
る
方
の
避
難
は
、
ま
ず
自
宅
か
ら

一
時
集
合
場
所
へ
移
動
し
、
放
射
能
被
ば

く
の
検
査
を
受
け
、
仙
台
市
宮
城
野
区
新

田
東
総
合
運
動
場
に
避
難
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
行
っ
た
こ
と
の

な
い
場
所
へ
の
避
難
、
そ
し
て
放
射
能
は

色
も
臭
い
も
な
く
、
視
覚
聴
覚
で
は
と
ら

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
通
常
の

災
害
と
は
ま
た
違
っ
た
問
題
を
抱
え
る
こ

と
の
訴
え
を
し
ま
し
た
。
大
雨
時
に
作
動

す
る
は
ず
の
ポ
ン
プ
が
遠
隔
操
作
に
問
題

が
あ
り
動
か
な
か
っ
た
な
ど
、
石
巻
市
の

対
応
の
悪
さ
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

交
流
会
で
は
、
感
想
や
質
問
が
出
さ
れ

ま
し
た
。 

① 

昔
は
水
力
発
電
が
主
流
と
学
ん
だ
が
、

資
料
を
見
る
と
火
力
発
電
が
主
流
な
の

は
な
ぜ
か
？ 

（
回
答
）
水
戸
部
理
事
よ
り
「
水
力
発

電
の
技
術
は
外
国
か
ら
の
も
の
で
輸
入

機
材
が
多
い
た
め
に
発
展
、
定
着
し
な

か
っ
た
」 

② 

石
巻
市
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
津
波
を
免
れ

な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
せ
っ
か
く

作
っ
た
防
波
堤
が
ま
っ
た
く
効
果
が
な

い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。 

③ 

発
電
に
使
う
パ
ネ
ル
の
寿
命
は
ど
の
く

ら
い
な
の
か
？ 

（
回
答
）
水
戸
部
理
事
よ
り
「
通
常

は
２０
年
、
壊
れ
な
け
れ
ば
３０
年
程

度
は
持
つ
の
で
は
な
い
か
」 

④ 

個
人
で
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
作
り
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
普
及
し
て
い
る
方
か
ら

も
空
き
家
を
利
用
し
て
の
取
り
組
み
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

最
後
に
丹
野
副
理
事
長
よ
り
「
私
達
が
住

ん
で
い
る
こ
の
地
球
は
、
未
来
の
人
達
に

借
り
て
い
る
も
の
。
だ
か
ら
人
間
ら
し
い

暮
ら
し
や
環
境
を
破
壊
す
る
激
し
い
流
れ

を
み
ん
な
で
阻
止
し
、
で
き
る
だ
け
傷
を

つ
け
ず
に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

い
う
挨
拶
が
あ
り
、
手
作
り
カ
レ
ー
を
い

た
だ
き
解
散
し
ま
し
た
。 
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「
大
根
ま
つ
り
」 

 
今
年
も
登
米
町
に
あ
る
里
山
林

農
元
気
村
の
「
大
根
ま
つ
り
」
に

共
催
し
ま
す
。
大
根
掘
り
体
験
や
格
安
で

の
大
根
販
売
、
地
場
手
作
り
品
の
購
入
が

出
来
ま
す
。 

詳
細
は
天
候
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
随
時
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

日
程
２
０
２
３
年
１１
月
４
日
（
土
） 

１０
時
３０
分
～
１３
時
００
分  

開
催
場
所 

「
里
山
林
農
元
気
村
」  

住
所
：
宮
城
県
登
米
市
登
米
町
日
野
渡

蛭
沢
１
０
０ 

参
加
無
料
・
少
量
雨
天
決
行 

＊
参
加
希
望
の
方
は
、
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

問
合
せ
は
左
記
ま
で 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所 

い
ろ
り
庵
こ
ぶ
し 

長
尾
・
藤
田
ま
で 

電
話 

０
２
２
（
７
７
９
）
６
２
７
０ 

【
事
業
所
か
ら
の
報
告
】 

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所 

い
ろ
り
庵
こ
ぶ
し 

高
森
６
丁
目
町
内
会
の
「
灯
篭
祭
り
」

に
参
加
し
ま
し
た
。 

灯
篭
用
の
和
紙
に
、
利
用
者
さ
ん
が
思

い
思
い
に
自
由
に
描
い
て
い
た
だ
き
、
令

和
５
年
８
月
１６
日
の
高
森
６
丁
目
東
公
園

の
夜
を
彩
り
ま
し
た
。 

 

 

手
作
り
ゲ
ー
ム
で
楽
し
む
脳
ト
レ 

ス
タ
ッ
フ
の
創
意
工
夫
で
「
紙
コ
ッ
プ

倒
し
」「
水
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
大
会
」
な
ど
、

日
々
軽
体
操
の
後
に
脳
ト
レ
の
一
環
で
楽

し
ん
で
お
り
ま
す
。 

   
毎
月
１１
日
と
１２
日
は 

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
実
施
日 

い
ろ
り
庵
こ
ぶ
し
で
は
、
毎
月
１１
日
と

１２
日
に
大
地
震
を
想
定
し
て
避
難
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
体
調
が
変
化
し
や
す

い
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
日
頃
の
訓
練
が

大
事
で
す
。
地
震
時
の
初
期
行
動
と
し
て

の
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
全
員
で
実
施

し
て
お
り
ま
す
。 

 

 

ス
マ
ホ
の
使
い
方
や
パ
ソ
コ
ン
で
困
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？ 

若
林
地
域
支
部
と
若
林
健
康
友
の
会
「
助

け
合
い
の
会
」
が
合
同
企
画
で 

「
高
齢
者
向
け
の
ＤX

（
デ
ジ
タ
ル
改
革
）

何
で
も
相
談
交
流
会
」
を
開
催
し
ま
す
。 

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
た
が
よ
く
使

い
方
が
わ
か
ら
な
い
高
齢
者
が
集
ま
っ

て
、
交
流
会
を
し
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

開
催
日 

第
４
木
曜
日
１４
：
００
～
１５
：
００
で
す
。 

場
所 

公
益
財
団
法
人
宮
城
厚
生
協
会  

若
林
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
会
議
室 

住
所 

  

仙
台
市
若
林
区
下
飯
田
字
遠
谷
地
１
７
４ 

電
話 

０
２
２-

２
８
９-

８
５
８
８ 

参
加
対
象
者
は 

・
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
み
た
い

が
、
使
え
る
か
心
配 

・
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
た
が
よ
く

分
か
ら
な
い 

・
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
み
た
ら

便
利
さ
が
分
か
っ
た 

な
ど
、
そ
ん
な
高
齢
者
が
集
ま
っ
て
の
相

談
交
流
会
で
す
。 

難
問
ク
イ
ズ
は
紙
面
の
都
合
で
お
休
み
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

頭を守りましょう！ 

揺れがおさまるまで待ちましょう！ 
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地
区
懇
談
会
と
は 

組
合
員
の
み
な
さ
ん
に
気
軽
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
参
加
し
た
組
合
員
さ

ん
か
ら
「
日
頃
の
声
を
自
由
に
交
流
す

る
場
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

宮
城
高
齢
協
で
は
令
和
３
年
よ
り
組

合
員
の
声
を
聴
く
場
を
設
け
て
お
り
ま

す
が
、
な
か
な
か
浸
透
し
な
い
為
に
、

理
事
会
で
は
地
区
ご
と
の
小
さ
な
集
ま

り
を
設
け
て
、
方
針
な
ど
を
直
接
伝
え

る
場
と
し
て
「
地
区
懇
談
会
」
を
設
定

い
た
し
ま
し
た
。 

 
ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
声
を
聞
か
せ
て
く

だ
さ
い
。
ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
、

ど
ん
な
さ
さ
い
な
夢
で
も
良
い
で
す
。 

み
ん
な
で
語
り
合
い
ま
し
ょ
う
！ 

 

各
地
区
の
日
程
及
び
会
場
は
下
表
の
通
り
に 

な
っ
て
お
り
ま
す
。 

① 

自
由
に
語
る
場
で
す
。
宮
城
高
齢
協
に

対
す
る
思
い
や
高
齢
者
問
題
な
ど
、
普

段
感
じ
て
い
る
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。 

② 

参
加
は
普
段
着
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

③ 

ど
の
会
場
に
参
加
し
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。
参
加
さ
れ
る
場
合
は
会
場
準
備
の

た
め
事
前
に
電
話
に
て
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。 

参
加
申
し
込
み
、
そ
の
他
、
問
合
せ
等
は 

こ
ち
ら
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

電
話
０
２
２
（
３
７
３
）
１
２
８
５ 

仙
台
市
泉
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内 

 

半
澤
ま
で 

 

     

  

               
日程・時間 地区名 会 場・住 所 

10月１７日（火） 

10：00～12：00 

名取地区 名取が丘老人憩いの家やすらぎ荘 

名取市名取が丘3丁目５－５ 

10月17日（火） 

10：00～12：00 

泉区地区 高森6丁目集会所 

仙台市泉区高森6丁目15-2 

10月17日（火） 

14：00～16：00 

青葉地区 

（午後開催） 

仙台市福祉プラザ第3研修室 

仙台市青葉区五橋２丁目１２－２ 

10月19日（木） 

10：00～12：00 

青葉地区 仙台市福祉プラザ第2研修室 

仙台市青葉区五橋２丁目１２－２ 

10月22日（日） 

10：00～12：00 

泉高森地区 高森3丁目集会所 

仙台市泉区高森3丁目 

10月22日（日） 

10：00～12：00 

石巻地区 ひなたぼっこ石巻 

石巻市大街道西2-1-25 

11月 2日（木） 

14：30～16：00 

若林地区 

（午後開催） 

若林クリニック集会室 

仙台市若林区下飯田遠谷地174 

どなたでも参加できます。普段着でお越しください。 

参加希望の方は、事前に「泉中央老人福祉センター・半澤まで」連絡をお願いいたします。☎ 022-373-1285 

原則は地区ごとですが、日程の関係で参加が難しい場合は、他のどの地区に参加しても構いません。 

 

（組合員数 １，１７６人 ２０２３年８月３１日現在） 
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組合員の皆様へ 

出資金増額のお願い 

 

 宮城県高齢者生活協同組合は、組合員ひとりひとりのご意見と出資金により運営されてい

ます。 

２０１９年の経営危機の際には、大胆な事業運営の整理に加えて、組合員有志からの超

低額利子による経営資金の借入れと、組合員の皆様からの出資金の増額、及び職員の協力

による大胆な経営合理化によって危機を乗り越えてきました。しかし、昨今の燃料費を含

む急激な物価の高騰と介護保険制度改善の立ち遅れによる収入減もあり、介護保険事業を

中心にした現在の事業運営は、収入が減少する一方で経費が急速に増大し、深刻な経営困

難に追い込まれつつあります。もちろん政府や行政からもこの事態を打開する様々な支援

の手立てを打っていただいてはいますが、もともと経営体力の小さい当組合にとっては、

経営危機打開の特別な対策が求められています。 

 そこで、当理事会は、政府・行政への支援強化策の要請とあわせて、自力での経営改善

の努力に加え、組合員の皆様から「出資金の増額」をお願いすることといたしました。 

「出資金額」は現在の「組合員一人一口1,000円から」を、可能な限り「組合員一人５口

5,000円以上」になるように増額いただきたいということです。 

なにとぞよろしくお願いいたします。 

 

 ＊なお、出資金の増額は強制ではありませんので、ご無理のない範囲でのご協力をお願いいたします。  

 

宮城県高齢者生活協同組合理事会 

＊増資にご協力いただける方は、下記の事業所までご連絡ください。 

または、お近くの組合員理事までご連絡ください。 

 仙台市泉中央老人福祉センター        ☎ 022-373-1285  館長・半澤晃 （9：30～17：30） 

 小規模多機能型居宅介護事業所いろり庵こぶし ☎ 022-779-6270  所長・藤田均 （9：00～18：30） 

 ひなたぼっこ石巻              ☎ 0225-93-9761  所長・丹野幸子（10：00～14：00） 

みなさまからの出資金及び増資については、今ある事業と運動をささえる資金に活用させていただきます。 

１．小規模多機能型居宅介護事業所いろり庵こぶしは、さらに利用者を増やす取り組みをすすめながら、 

  光熱費高騰に対応し、国の介護保険制度に準じて事業展開をしています。しかし、介護福祉政策の問  

題点で介護度が軽くなると事業者にとっては減収になる矛盾が発生しています。その矛盾を抱えなが 

ら、さまざまな改善に取り組んでおります。 

２．泉中央老人福祉センターでは、元気高齢者から生まれたボランティア会を存続し、活動の範囲を広げ

て、新しい仲間に出会える機会を作っていきます。 

３．ひなたぼっこ石巻では「介護予防事業」を開始しました。 

興味・関心のある方は、ひなたぼっこ石巻までご連絡ください。 

４．組合員活動企画を計画中です。 

「大根まつり」など、他の団体との共催をしながら楽しめる企画を増やしていきます。 


